
 

 

民俗文化財の発掘・継承とその課題 

―愛知川町史の地域調査から― 

 

福 持  昌 之 

 

 
Discoveries and Successions of Folk Cultural Properties and Their Problems: 

Historical Research in Echigawa Choshi Compilation 

 

FUKUMOCHI,Masayuki 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

愛知川町史研究 第３号 別刷 
愛知川町教育委員会 町史編さん室 

2005年 3月 



愛知川町史研究 第三号〈2005.3.〉 

― 37 ― 

 

は
じ
め
に 

  

歴
史
文
化
の
根
拠
で
か
つ
資
料
的
に
価
値
の
あ
る
も
の
を
文
化
財
と

い
い
、
日
本
で
は
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
と
い
う
三
つ
の
レ
ベ
ル
の

機
関
で
指
定
が
さ
れ
て
い
る
。
文
化
財
の
区
分
は
、
そ
れ
ら
の
機
関
に

よ
っ
て
異
な
る
が
、
お
お
よ
そ
、
①
建
造
物
（
群
）
、
②
美
術
工
芸
品
、

③
無
形
文
化
財
、
④
民
俗
文
化
財
（
有
形
・
無
形
）
、
⑤
史
跡
・
名
勝
・

天
然
記
念
物
、
⑥
文
化
財
保
存
技
術
に
整
理
で
き
る
（

1
）

。
国
指
定
の
場

合
を
み
る
と
、
約
五
〇
％
が
美
術
工
芸
（
②
）
の
指
定
で
あ
り
、
三
〇
％

強
が
建
造
物
（
①
）
、
一
〇
％
強
が
史
跡
名
勝
（
⑤
）
の
指
定
で
あ
る
。

い
わ
ば
、
可
視
的
な
有
形
文
化
財
、
な
か
で
も
不
動
産
や
古
美
術
品
と

い
っ
た
金
銭
的
価
値
も
想
定
し
や
す
い
ジ
ャ
ン
ル
が
、
今
に
至
る
ま
で

文
化
財
の
代
表
格
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

と
こ
ろ
が
、
昭
和
の
時
代
が
相
対
化
さ
れ
始
め
た
今
、
か
つ
て
見
慣

れ
た
身
近
な
生
活
文
化
が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
特
に
高
度
経
済
成
長

期
と
さ
れ
る
昭
和
三
〇
〜
四
〇
年
代
に
焦
点
を
絞
っ
た
博
物
館
や
テ
ー

マ
パ
ー
ク
が
人
気
を
博
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
風
潮
か
ら
、
地
域
に

根
ざ
す
生
活
文
化
と
し
て
の
民
俗
や
、
伝
承
や
行
事
、
技
術
や
芸
能
と

い
っ
た
無
形
の
文
化
財
が
一
般
に
理
解
さ
れ
る
素
地
が
整
い
つ
つ
あ
る

と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
（

2
）

。 

 

さ
て
、
愛
知
川
町
は
、
滋
賀
県
の
湖
東
平
野
に
位
置
す
る
人
口
一
万

一
八
三
九
人
（

3
）

、
面
積
一
二
・
九
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
町

で
あ
る
。
地
形
的
に
は
、
琵
琶
湖
東
岸
に
注
ぐ
愛
知
川
右
岸
の
扇
状
地

中
流
に
位
置
し
、
比
較
的
起
伏
の
少
な
い
土
地
柄
で
あ
る
。
扇
状
地
扇

端
付
近
は
、
東
山
道
時
代
か
ら
交
通
が
盛
ん
だ
っ
た
と
思
わ
れ
、
式
内

社
と
さ
れ
る
石
部
神
社
が
鎮
座
す
る
。
江
戸
時
代
に
は
中
山
道
の
宿
が

お
か
れ
、
現
在
は
国
道
８
号
線
が
そ
の
荷
を
背
負
っ
て
い
る
。
中
山
道

に
ほ
ぼ
平
行
す
る
形
で
、
明
治
初
期
に
は
近
江
鉄
道
が
、
戦
後
は
東
海

道
新
幹
線
の
高
架
が
敷
設
さ
れ
た
。 

 

愛
知
川
町
の
歴
史
文
化
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
社
会
教
育
の
一
環

と
し
て
文
化
財
の
保
護
活
用
を
目
標
と
し
て
い
る
ほ
か
、
新
町
発
足
五

〇
年
記
念
事
業
と
し
て
町
史
の
編
纂
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

町
域
に
お
い
て
指
定
の
文
化
財
は
豊
満
神
社
四
脚
門
（
国
指
定
重
要
文

化
財
）
と
八
幡
神
社
本
殿
（
県
指
定
重
要
文
化
財
）
、
竹
平
楼
御
在
所
お

よ
び
広
間
（
国
指
定
登
録
有
形
文
化
財
）
、
藤
居
本
家
住
宅
主
屋
お
よ
び

書
院
（
同
）
の
四
件
（
六
棟
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
も
し

か
す
る
と
住
民
の
文
化
財
イ
メ
ー
ジ
が
建
造
物
や
美
術
工
芸
品
に
偏
重

民
俗
文
化
財
の
発
掘
・
継
承
と
そ
の
課
題 

―
愛
知
川
町
史
の
地
域
調
査
か
ら

― 

福 

持 

昌 

之 
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す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
っ
た
現
状
に
配
慮
す
る
意
味
で
も
、
多

様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
化
財
を
発
掘
し
、
提
示
し
て
い
く
こ
と
は
、
大
き

な
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

本
稿
で
は
、
こ
う
い
っ
た
二
つ
の
問
題
意
識
か
ら
、
民
俗
文
化
財
の

特
質
と
課
題
、
愛
知
川
町
の
町
史
編
さ
ん
事
業
に
お
け
る
地
域
調
査
、

地
域
の
生
活
様
式
の
変
化
に
つ
い
て
整
理
し
つ
つ
、
民
俗
文
化
財
の
発

掘
・
継
承
、
お
よ
び
そ
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。 

 

一 

民
俗
文
化
財
の
特
質
と
課
題 

 

①
民
俗
文
化
財
の
範
囲
と
特
質 

 

文
化
財
保
護
法
で
民
俗
文
化
財
と
は
「
衣
食
住
、
生
業
、
信
仰
、
年

中
行
事
等
に
関
す
る
風
俗
慣
習
、
民
俗
芸
能
及
び
こ
れ
ら
に
用
い
ら
れ

る
衣
服
、
器
具
、
家
屋
そ
の
他
の
物
件
で
我
が
国
民
の
生
活
の
推
移
の

理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
（

4
）

。

い
わ
ゆ
る
常
民
の
保
持
す
る
民
俗
伝
承
、
つ
ま
り
一
般
人
の
日
常
生
活

を
示
す
広
義
の
歴
史
資
料
が
民
俗
文
化
財
と
い
え
る
。 

 

建
造
物
、
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
、
書
跡
、
典
籍
、
古
文
書
、
考
古

資
料
と
い
っ
た
有
形
文
化
財
は
歴
史
上
ま
た
は
芸
術
上
の
価
値
に
よ
っ

て
、
ま
た
演
劇
、
音
楽
、
工
芸
技
術
と
い
っ
た
無
形
文
化
財
は
芸
術
上

の
価
値
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
が
（

5
）

、
民
俗
文
化
財
は
む
し
ろ
、
地
域

性
豊
か
な
日
常
生
活
に
注
目
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、

民
俗
文
化
財
は
、
有
形
の
も
の
・
無
形
の
も
の
を
包
括
し
た
複
合
的
な

文
化
財
概
念
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
特
異
か
つ
先
進
的
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
一
九
七
二
年
に
成
立
し
た
世
界
遺
産
条
約
に
お
い
て
は
、
文
化

遺
産
、
自
然
遺
産
と
も
に
有
形
の
も
の
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
（

6
）

。
ま

た
、
複
合
遺
産
は
こ
れ
ら
文
化
遺
産
と
自
然
遺
産
を
包
括
し
た
も
の
で

あ
る
。
有
形
の
世
界
遺
産
条
約
に
対
し
て
、
二
〇
〇
三
年
に
は
無
形
文

化
遺
産
保
護
条
約
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
こ
で
民
俗
文
化
財
に
類
す
る
も

の
も
指
定
の
対
象
と
な
っ
た
が
、
ま
だ
詳
細
な
議
論
の
余
地
が
あ
り
、

日
本
に
お
け
る
民
俗
文
化
財
の
取
り
扱
い
の
経
験
が
活
か
さ
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

②
生
活
様
式
の
変
化
と
民
俗
文
化
財 

 

さ
て
、
近
代
化
・
都
市
化
の
流
れ
の
中
で
は
、
人
々
の
暮
ら
し
の
推

移
が
甚
だ
し
い
。
日
常
生
活
を
示
す
広
義
の
歴
史
資
料
と
い
っ
て
も
、

古
い
も
の
の
大
半
は
不
要
物
と
し
て
捨
て
去
ら
れ
て
い
く
。
そ
れ
は
有

形
・
無
形
を
問
わ
ず
し
て
、
廃
棄
さ
れ
続
け
る
。 

 

こ
う
い
っ
た
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
民
俗
文
化
財
は
、
そ
の
価
値
が
人
々

に
認
知
さ
れ
に
く
い
と
い
っ
た
弱
点
を
持
つ
。
一
般
に
、
金
銭
的
な
評

価
を
伴
う
芸
術
に
つ
い
て
は
、
有
形
・
無
形
を
問
わ
ず
大
切
に
さ
れ
が

ち
で
あ
る
が
、
日
常
生
活
の
中
に
あ
り
ふ
れ
た
道
具
、
習
慣
な
ど
は
、

生
活
様
式
の
変
化
の
な
か
で
、
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。 

 

こ
の
生
活
様
式
の
変
化
こ
そ
が
、
常
民
に
お
け
る
「
近
代
化
」
で
あ

る
。
一
般
に
近
代
化
と
い
え
ば
、
封
建
社
会
か
ら
近
代
資
本
主
義
ヘ
の

変
革
と
さ
れ
る
が
、
一
方
で
産
業
化
に
伴
う
伝
統
的
社
会
か
ら
の
離
脱

を
さ
す
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
民
俗
文
化
財
に
と
っ
て
は
、
こ
の
後
者

に
近
い
「
近
代
化
」
が
、
今
な
お
続
い
て
い
る
。 

 

こ
の
「
近
代
化
」
は
、
こ
の
六
〇
年
間
だ
け
み
て
も
、
戦
後
復
興
、

生
活
改
善
運
動
、
高
度
経
済
成
長
と
い
っ
た
画
期
が
あ
り
、
さ
ら
に
近
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年
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
普
及
と
そ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

社
会
の
変
化
の
速
度
と
と
も
に
、
生
活
様
式
の
変
化
は
、
加
速
度
的
に

増
し
て
い
る
。 

 

③
現
代
社
会
で
生
き
続
け
る
民
俗 

 

新
し
い
生
活
様
式
に
変
化
し
続
け
て
い
く
中
で
も
、
民
俗
的
あ
る
い

は
伝
統
的
な
要
素
を
も
つ
何
か
は
、
常
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

迷
う
心
の
拠
り
所
で
あ
り
、
個
人
の
感
情
や
知
識
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て

説
明
の
つ
か
な
い
事
象
の
解
釈
で
あ
り
、
人
生
の
危
機
に
際
し
て
表
出

す
る
身
体
表
現
で
あ
る
。
そ
れ
を
い
ち
が
い
に
「
非
科
学
的
」
「
無
意
味
」

と
は
、
批
判
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
精
神
活
動
あ
る
い
は

そ
れ
に
伴
う
身
体
活
動
を
、
文
化
財
と
定
義
す
る
こ
と
は
難
し
い
。 

 

就
職
や
進
学
で
地
元
を
離
れ
る
人
や
、
新
興
住
宅
地
の
形
成
で
、
旧

来
の
地
縁
的
祭
礼
行
事
は
、
宗
教
的
な
結
集
機
能
が
低
下
し
つ
つ
あ
る
。

そ
の
上
、
若
者
人
口
の
流
出
が
甚
だ
し
い
地
域
で
は
、
継
続
自
体
が
大

き
な
負
担
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
地
域
の
民
俗
文
化
財
と
し
て

の
評
価
が
広
ま
れ
ば
、
そ
の
求
心
力
を
回
復
さ
せ
る
傾
向
が
み
ら
れ
る

と
理
解
さ
れ
て
い
る
。 

 

民
俗
文
化
財
は
、
そ
の
地
域
の
歴
史
的
・
地
域
的
な
特
性
に
基
づ
く

固
有
の
も
の
で
あ
る
。
地
域
の
支
援
母
体
や
伝
承
母
体
あ
る
い
は
地
方

自
治
体
が
保
護
・
保
存
に
取
り
組
み
つ
つ
、
そ
の
展
開
と
し
て
町
お
こ

し
な
ど
の
地
域
活
性
化
の
資
源
と
し
て
活
用
の
方
法
を
模
索
し
て
い
る
。 

 

④
文
化
的
領
域
と
し
て
の
保
全
と
そ
の
課
題 

 

常
に
新
し
い
生
活
様
式
が
全
国
に
普
遍
化
し
て
い
く
こ
と
で
、
地
域

性
あ
る
い
は
民
俗
が
消
滅
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
、
民
俗
文
化
財

が
町
お
こ
し
の
資
源
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
表
裏
一
体
の
関
係
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
民
俗
は
あ
る
一
定
の
地
域
―
す
な
わ
ち
文
化
的
領
域
に

お
け
る
、
特
定
の
生
活
様
式
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
と

す
る
と
、
そ
の
文
化
的
領
域
に
お
け
る
民
俗
文
化
財
を
考
え
る
と
き
、

民
具
（
あ
る
い
は
民
具
群
）
、
習
俗
、
芸
能
と
い
っ
た
個
別
を
対
象
と
す

る
の
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
紀
伊
山

地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
の
よ
う
に
、
文
化
的
領
域
と
し
て
の
包
括
的
な

理
解
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

た
だ
、
文
化
的
領
域
を
保
全
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
個
別
の
民
俗
文

化
財
の
保
護
で
は
想
定
で
き
な
か
っ
た
問
題
が
あ
る
。
広
大
な
保
全
地

域
は
塀
で
囲
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
し
、
景
観
と
い
う
漠
然
と
し
た
も

の
か
ら
、
神
秘
性
と
い
っ
た
よ
り
曖
昧
な
も
の
も
保
存
保
護
の
対
象
に

な
っ
て
い
る
。
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
で
は
、
保
全
地
域
の
す

ぐ
外
に
、
電
力
会
社
が
風
力
発
電
施
設
を
計
画
し
て
い
る
と
い
う
。
単

な
る
開
発
と
い
っ
た
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
い
っ
た
問

題
も
絡
み
、
問
題
は
複
雑
化
し
て
い
る
。 

 

田
染
荘
や
田
原
別
符
と
い
っ
た
国
東
半
島
の
荘
園
故
地
は
、
中
世
の

景
観
を
残
す
と
い
わ
れ
、
全
国
で
も
先
駆
け
て
荘
園
調
査
が
進
ん
だ
地

域
で
あ
る
。
こ
の
地
域
で
は
、
住
民
の
全
員
が
圃
場
整
備
に
賛
成
だ
っ

た
が
、
田
染
庄
小
崎
地
区
に
つ
い
て
は
国
指
定
の
史
跡
と
な
り
、
ひ
と

ま
ず
景
観
の
保
存
が
な
さ
れ
た
（

7
）

。
荘
園
故
地
の
農
村
風
景
―
荘
園
的

景
観
は
、
大
規
模
開
発
（
圃
場
整
備
）
か
ら
救
う
こ
と
が
で
き
た
。
し

か
し
、
荘
園
的
景
観
は
俯
瞰
的
な
田
の
地
割
だ
け
で
は
な
く
、
立
っ
て

い
る
人
の
視
線
、
訪
れ
た
人
の
視
線
も
意
識
す
べ
き
だ
ろ
う
。
例
え
ば
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畦
畔
木
や
屋
敷
林
、
鎮
守
の
森
や
寺
の
林
、
墓
地
や
里
山
と
い
っ
た
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
が
、
機
能
し
つ
つ
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
大
切
な
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
生
活
様
式
に
も
、
一

定
の
理
解
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
文
化
財
の

指
定
と
か
行
政
や
法
の
規
制
と
い
っ
た
も
の
だ
け
で
は
、
実
現
で
き
な

い
。
文
化
的
領
域
の
保
全
の
あ
る
べ
き
姿
と
は
、
ま
ず
住
民
が
自
負
と

誇
り
を
持
っ
て
、
自
発
的
に
意
識
や
理
解
、
協
力
を
し
、
維
持
し
て
い

く
べ
き
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（

8
）

。 

 

二 

愛
知
川
町
史
の
調
査
と
そ
の
背
景 

 

①
町
史
編
纂
以
前
の
調
査 

 

愛
知
川
町
史
編
さ
ん
事
業
は
、
平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）
四
月
よ

り
本
格
的
に
始
ま
っ
た
。
そ
れ
以
前
の
愛
知
川
町
域
の
民
俗
に
つ
い
て

の
調
査
成
果
あ
る
い
は
参
考
文
献
と
し
て
は
、
ま
ず
昭
和
初
期
に
編
纂

さ
れ
た
『
近
江
愛
智
郡
志
』（
9
）

が
あ
げ
ら
れ
る
。
郷
土
史
家
・
中
川
泉

三
は
県
内
い
く
つ
か
の
郡
史
を
編
纂
し
た
が
、
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
昭
和
五
四
年
（
角
川
書
店
）（
10
）

と
平
成
三
年
（
平
凡
社
）（
11
）

の
地
名
辞
典
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
調
査
を
通
じ
て
、
在
地
の
文

献
史
料
に
つ
い
て
は
、
そ
の
概
要
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
民
俗

に
つ
い
て
の
言
及
は
少
な
い
。 

 

愛
知
川
町
教
育
委
員
会
が
編
集
に
関
わ
っ
た
も
の
と
し
て
『
愛
知
川

の
伝
承
・
史
話
』（
12
）

が
あ
る
。
聞
き
取
り
調
査
の
成
果
に
近
い
も
の
も

含
ま
れ
る
が
、
歴
史
・
民
俗
の
調
査
報
告
と
い
う
よ
り
、
昔
話
を
採
話

し
編
集
し
た
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
大
字
単
位
の
地

域
で
編
纂
さ
れ
た
字
誌
・
字
史
が
、
東
円
堂
（

13
）

、
長
野
（

14
）

、
川
久
保

（

15
）

で
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
地
域
住
民
に
よ
る
資
料
集
と
し

て
評
価
で
き
る
。 

 

個
別
研
究
・
報
告
に
お
い
て
は
、
長
野
地
区
に
鎮
座
す
る
大
隴
神
社

の
御
旅
所
を
と
り
あ
つ
か
っ
た
福
原
敏
男
「
神
幸
の
列
見
―
御
旅
所
の

一
考
察
」（
16
）

、
川
原
地
区
に
鎮
座
す
る
御
崎
神
社
を
と
り
あ
つ
か
っ
た

赤
田
光
男
「
近
江
の
初
夏
の
火
祭
り
の
特
質
と
若
衆
の
機
能
」（
17
）

が
あ

り
、
前
者
は
お
旅
所
祭
礼
、
後
者
は
若
衆
組
織
の
理
解
に
有
益
で
あ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
管
見
の
限
り
で
は
、
愛
知
川
町
域
に
お
け
る
民
俗

調
査
・
研
究
の
成
果
物
は
、
非
常
に
少
な
い
と
い
え
る
。
確
か
に
、
平

成
三
年
の
滋
賀
県
教
育
委
員
会
の
祭
礼
行
事
悉
皆
調
査
で
も
、
愛
知
川

町
域
の
事
例
の
収
集
は
乏
し
い
（

18
）

。
平
成
九
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
民
俗

芸
能
の
悉
皆
調
査
で
も
、
愛
知
川
町
の
事
例
は
も
ち
ろ
ん
、
愛
知
郡
を

み
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
事
例
は
少
な
い
（

19
）

。 

 

愛
知
川
町
は
、
中
心
に
中
山
道
の
街
道
村
、
周
囲
に
農
村
が
広
が
る

平
野
部
で
あ
る
。
離
島
や
山
村
集
落
、
盆
地
と
い
っ
た
一
定
の
空
間
モ

デ
ル
（

20
）

を
定
義
す
る
に
は
や
や
小
さ
く
、
ま
た
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ

る
機
会
も
な
か
っ
た
。 

 

②
町
史
編
纂
の
民
俗
調
査 

 
町
史
編
さ
ん
事
業
に
お
い
て
、
地
域
の
特
質
を
浮
き
彫
り
に
さ
せ
る

作
業
と
し
て
、
民
俗
調
査
の
も
つ
役
割
が
大
き
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
調
査
・
研
究
の
蓄
積
が
少
な
い
こ
と
は
、
か
え
っ
て
先
入
観
に
と
ら

わ
れ
な
い
調
査
が
可
能
に
な
る
と
い
う
評
価
も
で
き
る
。 

 

こ
れ
ま
で
、
事
務
局
と
し
て
三
段
階
の
聞
き
取
り
調
査
を
お
こ
な
っ
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て
き
た
。
最
初
に
お
こ
な
っ
た
の
は
、
区
長
（
い
わ
ゆ
る
自
治
会
長
）

を
対
象
に
し
た
、
地
域
の
概
要
調
査
で
あ
る
。
そ
の
成
果
は
、
地
域
住

民
へ
の
調
査
の
周
知
と
そ
の
協
力
に
つ
い
て
の
了
解
を
得
た
こ
と
、
地

域
の
窓
口
・
協
力
者
と
し
て
「
町
史
推
進
委
員
」
を
委
嘱
し
た
こ
と
で

あ
る
（

21
）

。 

 

次
の
段
階
と
し
て
、
文
書
調
査
に
付
随
す
る
聞
き
取
り
調
査
を
お
こ

な
っ
た
。
推
進
委
員
を
通
じ
て
各
家
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
こ
な
い
、

反
応
の
あ
っ
た
家
を
一
軒
ず
つ
訪
問
し
た
。
こ
の
調
査
に
は
、
基
本
的

に
二
人
一
組
で
訪
問
し
、
一
人
が
資
料
を
拝
見
し
調
書
を
取
っ
て
い
る

間
、
も
う
一
人
が
聞
き
取
り
調
査
を
お
こ
な
う
。
こ
の
聞
き
取
り
調
査

は
、
い
く
つ
か
の
ね
ら
い
が
あ
り
、
①
資
料
を
拝
見
し
調
書
を
撮
っ
て

い
る
間
に
時
間
を
も
て
あ
ま
す
所
蔵
者
へ
の
対
応
、
②
町
史
編
纂
や
資

料
調
査
に
た
い
す
る
ご
理
解
を
い
た
だ
く
機
会
、
③
資
料
の
来
歴
や
解

説
を
お
聞
き
す
る
機
会
、
④
そ
の
家
の
来
歴
や
話
者
の
生
い
立
ち
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
機
会
、
と
い
っ
た
意
義
が
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
形
で

小
一
時
間
も
聞
き
取
り
調
査
を
お
こ
な
う
と
、
調
査
者
と
被
調
査
者
の

間
の
風
通
し
が
か
な
り
良
く
な
り
、
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
資
料
以
外

に
も
、
い
く
つ
か
資
料
が
出
て
き
た
り
、
他
の
話
者
や
資
料
所
蔵
者
を

ご
紹
介
く
だ
さ
っ
た
り
す
る
と
い
う
成
果
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
、
今
後

の
各
種
の
資
料
調
査
を
示
唆
し
つ
つ
、
「
と
こ
ろ
で
祭
り
は
？
」
「
奥
様

は
ど
ち
ら
か
ら
お
嫁
に
？
」
な
ど
と
話
を
す
す
め
る
こ
と
で
、
祭
礼
や

通
婚
や
通
学
圏
と
い
っ
た
意
識
、
そ
し
て
生
業
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と

そ
の
変
化
の
画
期
と
い
っ
た
、
生
活
を
掘
り
下
げ
る
調
査
へ
の
手
が
か

り
が
得
ら
れ
た
。
そ
の
延
長
で
、
祭
礼
や
地
域
の
寄
り
合
い
な
ど
の
機

会
が
あ
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
「
取
材
」
と
称
し
て
写
真
撮
影
と
簡
単
な

記
録
を
と
り
に
う
か
が
っ
て
き
た
。 

 

第
三
段
階
と
し
て
、
荘
園
故
地
調
査
に
お
け
る
聞
き
取
り
調
査
を
お

こ
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
圃
場
整
備
前
の
水
利
や
耕
地
の
状
況
と
通
称
地

名
の
調
査
が
主
眼
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
農
事
慣
行
や
地
域
の
民
俗
的

空
間
把
握
に
も
努
め
た
（

22
）

。 

 

現
在
は
、
民
俗
編
担
当
の
執
筆
委
員
を
中
心
と
し
た
、
個
別
の
民
俗

調
査
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 

三 

環
境
の
変
化
と
意
識
の
変
化 

 

①
歴
史
的
な
変
化 

 

愛
知
川
町
の
中
心
部
は
、
も
と
も
と
中
山
道
の
宿
場
町
と
そ
れ
に
続

く
街
道
村
で
あ
る
。
近
代
は
愛
知
郡
役
所
や
愛
知
高
等
女
学
校
が
あ
る

郡
都
で
あ
っ
た
。
民
俗
調
査
か
ら
、
大
正
か
ら
昭
和
の
初
期
に
か
け
て

は
、
芸
者
の
置
屋
や
カ
フ
ェ
ー
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
キ

タ
写
真
館
（
愛
知
川
）
、
フ
タ
バ
写
真
館
（
中
宿
）
、
宮
川
虔
文
堂
（
沓

掛
）
と
、
写
真
ス
タ
ジ
オ
が
三
軒
も
あ
っ
た
こ
と
に
も
驚
く
。 

 

中
山
道
沿
い
の
愛
知
川
商
店
街
は
、
昭
和
六
〇
年
頃
に
大
規
模
小
売

店
（
平
和
堂
）
が
出
店
す
る
ま
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
商
圏
は
、
愛

知
郡
域
全
体
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

(

23)

。
こ
う
い
っ
た
繁
華
街
は
、
商

家
の
家
屋
な
ど
の
建
替
え
・
改
装
や
、
店
の
退
転
も
多
く
、
歴
史
的
町

並
み
は
あ
ま
り
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。 

 

地
域
の
景
観
そ
の
も
の
に
重
要
な
価
値
が
あ
る
こ
と
は
、
建
築
・
町

並
み
に
限
ら
な
い
。
明
治
三
〇
年
代
に
近
江
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
た
時

(

24)

、

そ
れ
は
遠
方
の
地
域
と
結
ぶ
路
で
あ
る
と
同
時
に
、
お
そ
ら
く
線
路
の
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こ
ち
ら
と
あ
ち
ら
と
を
区
切
る
境
界
と
し
て
も
、
い
く
ら
か
は
意
識
さ

れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
い
っ
た
疎
外
感
の
創
出
は
、
近
江
鉄
道
と
平

行
し
て
建
設
さ
れ
た
東
海
道
新
幹
線
の
高
架
線
路
に
お
い
て
、
い
っ
そ

う
意
識
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
現
在
も
進
め
ら
れ
て
い
る
、
圃
場

整
備
の
取
り
組
み
は
、
単
に
田
畑
の
区
割
り
や
道
、
水
路
が
一
変
し
た

だ
け
で
な
い
。
民
俗
的
空
間
は
、
俯
瞰
的
景
観
よ
り
も
む
し
ろ
、
水
平

的
景
観
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
大
き
な
影
響
を
受
け
る
。
た
と
え
ば
、
畦

畔
木
の
伐
採
は
、
地
表
に
立
つ
人
間
の
視
点
か
ら
見
た
「
見
通
し
」
の

変
化
で
あ
り
、
生
活
者
に
と
っ
て
新
し
い
土
地
へ
引
っ
越
し
た
感
に
近

い
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
だ
ろ
う

(

25)
。 

 

②
浄
土
真
宗
地
域
の
民
俗 

 

愛
知
川
町
に
は
、
寺
院
が
三
一
ヶ
寺
あ
り
、
そ
の
う
ち
浄
土
真
宗
寺

院
が
二
四
ヶ
寺
に
の
ぼ
る

(

26)

。
浄
土
真
宗
で
は
、
俗
信
・
迷
信
に
振
り

回
さ
れ
な
い
教
え
を
説
く
た
め
、
例
え
ば
塔
婆
を
用
い
な
い
、
お
盆
に

特
別
な
荘
厳
を
し
な
い
、
清
め
の
塩
は
使
わ
な
い
、
迷
信
・
占
い
・
現

世
祈
祷
・
方
角
・
日
取
り
の
善
し
悪
し
に
振
り
回
さ
れ
な
い
、
と
い
っ

た
指
導
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
事
象
の
多
く
は
、
浄
土

真
宗
の
影
響
を
受
け
る
以
前
の
信
仰
形
態
や
、
他
宗
他
派
の
教
え
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
民
俗
事
象
の
ひ
と
つ
と
し
て
評
価
で
き
る
。 

 

愛
知
川
町
で
盆
行
事
の
調
査
で
「
う
ち
は
真
宗
だ
か
ら
何
も
し
て
い

な
い
」
と
聞
き
な
が
ら
、
話
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
仏
壇
の
お
供
え
物

は
「
お
盆
だ
け
は
特
別
」
と
お
聞
き
す
る
こ
と
が
あ
る
。
「
本
当
は
こ
ん

な
事
を
し
て
は
な
ら
な
い
の
だ
け
れ
ど
」
と
言
い
な
が
ら
、
地
域
性
ゆ

た
か
な
民
俗
儀
礼
を
お
こ
な
っ
て
い
る
事
例
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
伊
勢

講
や
山
の
神
の
行
事
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
。 

 

確
か
に
、
浄
土
真
宗
が
信
仰
さ
れ
て
い
る
地
域
は
「
門
徒
も
の
知
ら

ず
」
と
言
わ
れ
、
民
俗
的
事
象
が
伝
え
ら
れ
に
く
い
と
い
う
評
価
が
あ

る
。
し
か
し
、
浄
土
真
宗
が
広
ま
る
以
前
か
ら
の
地
域
の
伝
承
・
風
習

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。 

 

ま
た
、
蒲
池
勢
至
が
言
う
「
真
宗
の
村
々
の
信
仰
伝
承
は
シ
ン
プ
ル

で
は
あ
る
が
、
門
徒
の
日
々
の
生
活
と
結
び
つ
き
伝
承
さ
れ
て
き
た
」

「
真
宗
門
徒
の
振
興
に
は
、
民
俗
信
仰
に
は
み
ら
れ
な
い
強
い
伝
承
力

が
認
め
ら
れ
る
」(

27)

よ
う
な
、
浄
土
真
宗
ゆ
え
の
生
活
伝
承
（
＝
民
俗
）

も
視
野
に
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

③
戦
後
の
生
活
改
善
と
人
権
擁
護 

愛
知
川
町
域
で
は
ま
だ
具
体
的
な
事
例
に
つ
い
て
調
査
は
で
き
て
い

な
い
が
、
農
村
部
で
展
開
さ
れ
た
生
活
改
善
諸
活
動
の
影
響
も
見
て
取

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(

28)

。
特
に
戦
後
の
新
生
活
運
動
は
、
戦
後
復
興

の
更
な
る
発
展
を
当
初
の
狙
い
と
し
、
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
に

鳩
山
首
相
の
提
唱
に
よ
っ
て
財
団
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

昭
和
五
七
年 

(

一
九
八
二)

に
名
称
を
財
団
法
人
あ
し
た
の
日
本
を
創

る
協
会
に
変
更
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る

(

29)

。 

初
期
の
新
生
活
運
動
に
つ
い
て
田
中
宣
一
は
、
①
衣
食
住
生
活
や
保

健
衛
生
面
の
改
善
と
い
っ
た
日
常
生
活
の
問
題
改
善
、
②
無
駄
の
排
除
、

意
味
が
な
い
と
さ
れ
る
儀
礼
や
迷
信
の
追
放
と
い
っ
た
精
神
主
義
的
な

も
の
、
の
二
つ
の
傾
向
が
あ
る
と
整
理
し
て
い
る

(

30)

。
前
者
の
保
健
衛

生
や
台
所
改
善
は
、
農
林
省
や
厚
生
省
の
生
活
改
善
諸
活
動
と
も
重
な

り
、
そ
の
成
果
は
比
較
的
早
い
時
期
に
集
中
し
た
ら
し
い
。
一
方
、
後
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者
の
精
神
面
で
の
運
動
は
、
そ
の
母
体
や
立
場
、
そ
し
て
意
義
を
変
え

て
は
い
る
も
の
の
、
現
在
で
も
垣
間
見
ら
れ
る
。 

そ
れ
は
、
人
権
擁
護
運
動
の
な
か
で
、
日
常
の
偏
見
を
な
く
す
努
力

に
よ
っ
て
、
差
別
の
根
底
に
あ
る
「
人
を
偏
見
の
目
で
み
る
こ
と
」
を

防
止
し
よ
う
、
と
す
る
考
え
方
を
持
つ
人
た
ち
の
活
動
で
あ
る
。
や
は

り
旧
習
・
陋
習
を
廃
止
し
、
迷
信
を
追
放
し
よ
う
と
い
う
目
標
を
あ
げ

て
い
る
。
特
に
、
廃
止
す
べ
き
日
常
の
偏
見
と
し
て
、
六
曜
や
葬
式
の

塩
、
女
人
禁
制
の
霊
場
な
ど
が
例
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る

(

31)

。 

こ
う
い
っ
た
運
動
が
、
す
ぐ
地
域
社
会
や
個
人
の
生
活
に
浸
透
す
る

か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
生
活
様
式
は
変
化
し
続
け
る
も

の
で
あ
り
、
時
代
の
変
遷
に
よ
っ
て
、
昔
か
ら
の
習
慣
や
慣
わ
し
が
消

え
て
行
く
こ
と
は
、
人
間
生
活
の
摂
理
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
活
様
式

が
変
化
し
た
と
い
う
そ
の
背
景
に
、
そ
の
時
代
の
動
向
や
画
期
と
し
て

の
出
来
事
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
深
く
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

④
「
公
」
と
「
私
」
の
意
識
区
分 

 

一
般
に
歴
史
と
言
え
ば
、
天
下
国
家
を
論
じ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
が

ち
で
あ
る
。
町
史
の
よ
う
に
限
定
さ
れ
た
地
域
史
に
お
い
て
も
、
そ
の

範
疇
に
お
け
る
政
治
的
流
れ
―
つ
ま
り
「
公
」
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と

に
は
重
点
が
置
か
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
骨
格
が
表
情
を
持
ち
、
個
性

を
帯
び
る
の
は
、
肉
付
け
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
時
代
を

生
き
た
普
通
の
人
々
の
暮
ら
し
、
い
わ
ば
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
限
り
な
く

近
い
個
の
部
分
―
つ
ま
り
「
私
」
を
い
か
に
掘
り
下
げ
、
舞
台
に
載
せ

る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。 

町
史
編
さ
ん
事
業
に
お
け
る
民
俗
調
査
は
、
公
的
資
金
に
よ
る
公
的

な
調
査
で
あ
る
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
地
域
の
特
性
や

民
俗
、
歴
史
は
、
先
入
観
や
偏
見
を
極
力
廃
し
た
、
実
証
的
か
つ
学
術

的
な
調
査
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
に
地
域
の
人
が

満
足
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
ど
の
よ
う
な
結
論
で
あ
れ
、
自
分
た
ち
の

生
活
に
支
障
を
き
た
す
と
思
わ
れ
る
何
か
に
対
し
て
、
今
そ
し
て
こ
れ

か
ら
の
生
活
の
た
め
に
、
受
け
入
れ
る
こ
と
を
拒
否
す
る
権
利
を
持
つ

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
に
「
人
は
自
分
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
事
実

や
歴
史
は
明
ら
か
に
さ
れ
た
く
な
い
も
の
だ
か
ら
」
と
一
口
に
は
片
付

け
ら
れ
な
い
問
題
で
あ
る

(

32)

。 

例
え
ば
、
伝
統
的
な
建
築
物
を
文
化
財
と
し
て
評
価
す
る
一
方
で
、

見
方
を
変
え
て
現
代
生
活
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
使
い
に
く
い
建
物
と
捉
え

る
人
も
い
る
。
同
様
に
、
地
域
固
有
の
非
常
に
民
俗
性
豊
か
な
事
象
は
、

裏
を
返
せ
ば
封
建
的
な
古
臭
い
因
習
と
も
言
え
る
。 

地
域
性
や
歴
史
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、
郷
土
愛
を
育
む
機
会

で
あ
り
、
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
も
期
待
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
掘
り
起
こ
す
と
同
時
に
、
そ
れ
が
持
つ
重
み
も
意
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
、
調
査
者
は
そ
の
意
味
を
か
み
締
め
な

が
ら
、
住
民
へ
の
理
解
に
勤
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

 

ま
と
め
―
文
化
的
領
域
構
築
の
た
め
に 

  
民
俗
は
あ
る
一
定
の
地
域
―
す
な
わ
ち
文
化
的
領
域
に
お
け
る
、
地

域
の
個
性
を
帯
び
た
生
活
様
式
で
あ
る
が
、
歴
史
的
環
境
の
変
化
に
よ

っ
て
変
容
し
、
文
化
財
と
し
て
顧
み
ら
れ
る
間
も
な
く
廃
棄
さ
れ
つ
づ

け
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
的
あ
る
い
は
社
会
的
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な
要
因
に
よ
っ
て
悪
弊
や
陋
習
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
た
も
の
は
、
そ

の
反
論
の
機
会
を
持
た
な
い
ま
ま
、
や
は
り
消
え
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
る
。 

 

文
化
財
は
、
歴
史
文
化
の
根
拠
で
か
つ
資
料
的
に
価
値
の
あ
る
も
の

で
あ
り
、
可
視
的
あ
る
い
は
金
銭
的
に
は
評
価
で
き
な
い
も
の
も
多
い
。

有
形
無
形
の
民
俗
文
化
財
は
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
「
文
化
財
で
あ
る
」

と
意
識
の
俎
上
に
載
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 

民
俗
文
化
財
の
保
存
は
、
行
政
の
努
力
も
大
切
で
あ
る
が
、
む
し
ろ

個
人
単
位
の
意
識
と
努
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
特
に
祭
礼
行
事

を
構
成
す
る
部
分
的
な
儀
礼
や
、
家
々
で
行
わ
れ
て
い
る
習
慣
な
ど
は
、

総
体
で
と
ら
え
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
文
化
財
指
定
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
こ
う
い
っ
た
も
の
は
個
人
あ
る
い
は
家
族
レ
ベ
ル
で

の
保
存
伝
承
の
意
識
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
つ
ま
り
、
民
俗
文
化
財

の
保
存
・
保
護
に
は
、
精
神
的
に
も
金
銭
的
に
も
時
間
的
に
も
個
人
の

負
担
が
伴
う
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
積
み
重
ね
が
地
域
固
有
の
歴
史

文
化
の
維
持
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

地
域
の
歴
史
文
化
と
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
愛
着
を
高
め
、
自

身
の
ル
ー
ツ
の
手
が
か
り
に
な
り
、
環
境
や
景
観
そ
し
て
暮
ら
し
や
す

い
街
づ
く
り
の
原
動
力
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
金
銭
的
な
評
価
は
難
し

い
が
、
地
域
づ
く
り
の
骨
子
と
し
て
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
。 

 

町
史
編
纂
事
業
に
お
い
て
は
、
地
域
の
歴
史
文
化
を
住
民
と
と
も
に

発
掘
し
、
資
料
化
し
、
文
化
財
と
し
て
保
存
活
用
す
る
と
い
っ
た
流
れ

が
想
定
で
き
る

(

33)

。
様
々
な
分
野
の
研
究
者
と
の
連
携
か
ら
、
学
術
的

な
視
点
に
立
っ
た
文
化
財
の
発
掘
・
保
護
・
活
用
の
助
言
を
し
、
地
域

住
民
の
保
存
活
動
を
支
援
し
て
い
く
立
場
に
あ
る
だ
ろ
う
。
い
う
な
れ

ば
町
域
全
体
が
独
自
の
文
化
的
領
域
で
あ
り
、
建
造
物
、
土
木
工
作
物
、

土
地
そ
の
も
の
の
景
観
と
い
っ
た
有
形
文
化
財
と
、
生
活
様
式
や
信
仰
、

祭
礼
、
習
俗
と
い
っ
た
無
形
文
化
財
が
複
合
し
、
人
々
が
暮
ら
す
民
俗

的
空
間
で
あ
る
。
そ
の
主
役
は
、
そ
の
領
域
（
地
域
）
に
暮
ら
す
人
々

で
あ
る
。
「
公
」
「
私
」
と
い
っ
た
意
識
区
分
を
少
し
な
だ
ら
か
に
し
、

郷
土
に
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
そ
う
と
い
う
、
自
発
的
な
保
護
・

活
用
の
気
運
に
期
待
を
か
け
た
い
。 

 

そ
の
た
め
に
町
史
編
纂
事
業
が
で
き
る
こ
と
は
、
二
点
あ
る
。
ひ
と

つ
は
、
生
涯
学
習
の
観
点
か
ら
住
民
の
歴
史
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る

努
力
を
す
る
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
生
活
者
の
視
点
に
立
っ
た
、
身

近
な
生
活
の
変
遷
や
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
、
魅
力
あ
る
町
史
を
作
る
こ

と
、
で
あ
る
。
町
史
編
さ
ん
室
と
地
域
と
が
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

で
深
ま
っ
て
い
っ
て
は
じ
め
て
、
ハ
コ
モ
ノ
行
政
で
は
な
い
、
歴
史
・

文
化
に
よ
る
町
づ
く
り
が
実
現
さ
れ
る
。 

 

註 （

1
）
二
〇
〇
五
年
現
在
の
「
文
化
財 

指
定
等
の
件
数
」
（
文
化
庁
Ｈ 

Ｐ
）
を
も
と
に
計
算
し
た
。
な 

お
、
①
建
造
物
（
群
）
に
は
、 

近
代
以
降
の
建
造
物
で
あ
る
登 

録
有
形
文
化
財
も
含
め
た
。
ま 

た
、
②
美
術
工
芸
品
に
は
、
絵 

画
・
彫
刻
・
書
籍
以
外
に
も
、 

古
文
書
や
考
古
資
料
も
含
ま
れ 

て
い
る
。 

2,481

4,609

11,023 50.94%

108 0.50%

無形 237 1.10%

有形 202 0.93%

2,909 13.44%

69 0.31%

21,638 割合

32.77%

合計件数

建造物・伝統的建造物群

登録有形文化財

美術工芸品

無形文化財

史跡・名勝・天然記念物

保存技術

民俗文化財

国指定文化財指定等の件数 
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（

2
）
一
九
六
二
年
に
発
足
し
た
博
物
館
明
治
村
（
愛
知
県
犬
山
市
）
で
は
、

現
在
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
の
建
造
物
で
あ
る
川
崎
銀
行
本
店
も

移
築
・
復
元
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
四
年
に
は
岐
阜
県
明
智
町
（
現
恵

那
市
）
に
日
本
大
正
村
が
、
二
〇
〇
三
年
に
は
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
に

日
本
昭
和
村
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
開
館
の
愛
知
県
師
勝

町
の
師
勝
町
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
一
九
九
三
年
企
画
展
「
屋
根
裏
の

蜜
柑
箱
は
宝
箱
」
以
降
、
昭
和
の
生
活
文
化
を
常
設
す
る
「
昭
和
日
常

博
物
館
」
で
あ
る
。
ま
た
、
横
浜
の
ラ
ー
メ
ン
博
物
館
、
大
阪
の
道
頓

堀
極
楽
商
店
街
、
梅
田
空
中
庭
園
地
下
の
滝
見
小
路
、
天
保
山
の
な
に

わ
食
い
し
ん
ぼ
横
町
な
ど
、
昭
和
レ
ト
ロ
を
テ
ー
マ
に
し
た
食
の
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク
も
林
立
し
て
い
る
。
昭
和
の
時
代
の
相
対
化
に

つ
い
て
は
、
拙
稿
「
愛
智
の
雫
二
六 
変
わ
り
ゆ
く
「
む
か
し
」
〜
昭
和

の
位
相
」
（
『
広
報
え
ち
が
わ
』
二
四
五
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。 

（

3
）
二
〇
〇
四
年
一
二
月
三
一
日
現
在
。
な
お
、
世
帯
数
は
四
一
〇
二
軒
。 

（

4
）
文
化
財
保
護
法
第
二
条
第
一
項
。
な
お
、
藝
能
史
研
究
會
第
三
九
回
大

会
（
二
〇
〇
二
年
六
月
）
に
お
い
て
、
俵
木
悟
が
「
民
俗
文
化
財
と
芸

能
史
研
究
」
と
題
し
て
民
俗
文
化
財
に
つ
い
て
法
制
の
変
遷
の
視
点
か

ら
報
告
し
、
の
ち
に
「
文
化
財
と
し
て
の
民
俗
芸
能
―
そ
の
経
緯
と
課

題
―
」
（
『
藝
能
史
研
究
』
一
六
〇 

二
〇
〇
三
年
）
と
し
て
、
整
理
し

て
い
る
。 

（

5
）
文
化
財
保
護
法
第
二
条
一
項
に
は
、 

一
、
建
造
物
、
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
、
書
跡
、
典
籍
、
古
文
書
そ
の
他

の
有
形
の
文
化
的
所
産
で
我
が
国
に
と
つ
て
歴
史
上
又
は
芸
術
上
価

値
の
高
い
も
の
（
こ
れ
ら
の
も
の
と
一
体
を
な
し
て
そ
の
価
値
を
形

成
し
て
い
る
土
地
そ
の
他
の
物
件
を
含
む
。
）
並
び
に
考
古
資
料
及
び

そ
の
他
の
学
術
上
価
値
の
高
い
歴
史
資
料
（
以
下
「
有
形
文
化
財
」

と
い
う
。
） 

二
、
演
劇
、
音
楽
、
工
芸
技
術
そ
の
他
の
無
形
の
文
化
的
所
在
で
我
が
国

に
と
つ
て
歴
史
上
又
は
芸
術
上
価
値
の
高
い
も
の
（
以
下
「
無
形
文

化
財
」
と
い
う
。
） 

（

6
）
有
形
の
世
界
遺
産
条
約
に
対
し
て
、
二
〇
〇
三
年
に
は
無
形
文
化
遺
産

保
護
条
約
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
中
に
、
民
俗
文
化
財
の
範
疇
に
入
る
も

の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
以
下
抜
粋
） 

 
 

第
一
条 

こ
の
条
約
の
適
用
上
、
「
文
化
遺
産
」
と
は
、
次
の
も
の
を
い
う
。  

記
念
工
作
物 

建
築
物
、
記
念
的
意
義
を
有
す
る
彫
刻 

及
び
絵
画
、

考
古
学
的
な
性
質
の
物
件
及
び
構
造
物
、
金
石
文
、
洞
穴
住
居
並
び
に

こ
れ
ら
の
物
件
の
組
合
せ
で
あ
っ
て
、
歴
史
上
、
芸
術
上
又
は
学
術
上

顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
も
の 

 

建
造
物
群 

独
立
し
又
は
連
続
し
た
建
造
物
の
群
で
あ
っ
て
、
そ
の
建

築
様
式
、
均
質
性
又
は
景
観
内
の
位
置
の
た
め
に
、
歴
史
上
、
芸
術
上

又
は
学
術
上
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
も
の 

 

遺
跡 

人
工
の
所
産
（
自
然
と
結
合
し
た
も
の
を
含 

む
。
）
及
び
考
古

学
的
遺
跡
を
含
む
区
域
で
あ
っ
て
、
歴
史
上
、
芸
術
上
、
民
族
学
上
又

は
人
類
学
上
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
も
の 

 

 
 

第
二
条 

こ
の
条
約
の
適
用
上
、
「
自
然
遺
産
」
と
は
、
次
の
も
の
を
い
う
。  

無
生
物
又
は
生
物
の
生
成
物
又
は
生
成
物
群
か
ら
成
る
特
徴
の
あ
る
自

然
の
地
域
で
あ
っ
て
、
観
賞
上
又
は
学
術
上
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有

す
る
も
の 

 

地
質
学
的
又
は
地
形
学
的
形
成
物
及
び
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
動
物
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タイトル 市町村名 市町村数

昔　話

浅井町、近江町、五個荘町、

高月町、虎姫町、能登川町、

彦根市、愛東町、竜王町、

高島町、安曇川町、蒲生町、

近江八幡市、木之本町、

山東町、信楽町、土山町、

豊郷町、西浅井町、秦荘町、

日野町、びわ町、米原町、

マキノ町、八日市市

25

民　話
甲良町、栗東町、甲西町、

多賀町、甲南町、余呉町
6

伝　承 長浜市、石部町、水口町 3

その他

伝承・史話〈愛知川町〉

葦海の足音〈今津町〉

小椋の山里〈永源寺町〉

往来〈守山市〉

ふるさとのはなし〈大津市〉

伝説と行事〈安土町〉

いろりばた〈伊吹町〉

ふるさと文化〈草津市〉

さと唄わらべ唄〈甲賀町〉

おこない〈湖北町〉

ムカシむかし〈野洲町〉

11

ふるさと近江伝承文化叢書のタイトル分類

又
は
植
物
の
種
の
生
息
地
又
は
自
生
地
と
し
て
区
域
が
明
確
に
定
め
ら

れ
て
い
る
地
域
で
あ
っ
て
、
学
術
上
又
は
保
存
上
顕
著
な
普
遍
的
価
値

を
有
す
る
も
の 

 
自
然
の
風
景
地
及
び
区
域
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
自
然
の
地
域
で

あ
っ
て
、
学
術
上
、
保
存
上
又
は
景
観
上
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す

る
も
の 

（

7
）
服
部
英
雄
「
書
評 
海
老
澤
衷
『
荘
園
公
領
制
と
中
世
村
落
』
」
（
『
日

本
歴
史
』
六
三
三
、
二
〇
〇
一
年
） 

（

8
）
植
木
行
宣
「
世
界
の
無
形
文
化
遺
産
の
保
護
制
度
の
こ
れ
か
ら
」
（
『
月

刊
文
化
財
』
四
九
七
、
二
〇
〇
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
四
年
一
〇

月
に
奈
良
で
お
こ
な
わ
れ
た
国
際
会
議
「
有
形
文
化
遺
産
と
無
形
文
化

遺
産
の
保
護
」
の
な
か
で
、
こ
う
い
っ
た
領
域
保
存
に
関
し
て
外
国
人

参
加
者
か
ら
、「
先
住
民
を
ま
る
ご
と
囲
い
込
ん
で
の
保
護
を
云
々
す
る

論
が
か
い
ま
見
ら
れ
た
」
と
あ
る
。 

（

9
）
滋
賀
県
山
東
町
（
現
米
原
市
）
出
身
の
郷
土
史
家
中
川
泉
三
に
よ
っ
て

編
纂
さ
れ
た
。
全
五
巻
。
一
九
二
九
年
に
滋
賀
県
愛
智
郡
教
育
会
発
行
。

の
ち
一
九
七
一
年
に
名
著
出
版
か
ら
、
一
九
八
一
年
に
弘
文
堂
書
店
か

ら
復
刻
出
版
さ
れ
た
。
文
献
史
料
が
豊
富
に
掲
載
さ
れ
、
資
料
集
と
し

て
の
評
価
も
高
い
。
な
か
に
は
、
現
在
、
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
史

料
も
あ
る
。
昭
和
初
期
に
お
け
る
「
古
文
書
」
が
収
集
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
明
治
〜
大
正
期
に
か
け
て
の
近
代
文
書
に
は
、
ほ
と
ん
ど
注

意
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。 

（

10
）
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

25
滋
賀
県
』
（
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年
）
。

「
滋
賀
県
参
考
図
書
目
録
」
「
近
江
国
各
郡
町
村
絵
図
」
の
頁
が
あ
り
、

参
考
に
な
る
。
「
滋
賀
県
年
中
行
事
」
の
七
九
例
中
に
、
愛
知
川
町
域
の

も
の
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。 

（

11
）『
日
本
歴
史
地
名
大
系

25
滋
賀
県
の
地
名
』
（
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
）
。

「
文
献
解
題
」
の
頁
が
あ
り
、
参
考
に
な
る
。 

（

12
）
『
愛
知
川
町
の
伝
承
・
史
話
―
ふ
る
さ
と
近
江
伝
承
文
化
叢
書
』
（
サ
ン

ブ
ラ
イ
ト
出
版
、
一
九
七
九
年
）
。
一
九
七
九
年
か
ら
一
九
八
〇
年
に
か

け
て
、
サ
ン
ブ
ラ
イ
ト
出
版
か
ら
『
ふ
る
さ
と
近
江
伝
承
文
化
叢
書
』

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
の
傾
向
を
見
る
と
、
昔
話
を
基

調
と
し
た
企
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

（

13
）
『
東
圓
堂
誌
―
ふ
る
さ
と
創
生
』
（
東
円
堂
公
民
館
、
一
九
九
一
年
）
は
、

信
光
寺
住
職
木
津
龍
尊
の
郷
土
史
に
関
す
る
原
稿
を
中
心
に
ふ
る
さ
と

創
生
の
補
助
金
を
得
て
字
誌
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、
『
続
東
圓
堂

誌
―
く
ら
し
の
あ
ゆ
み
』
（
東
円
堂
公
民
館
、
二
〇
〇
一
年
）
は
、
数
人

の
編
集
委
員
を
組
織
し
、
原
稿
お
よ
び
写
真
を
収
集
し
て
作
成
さ
れ
た
。 
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（

14
）
大
字
長
野
の
農
業
用
水
お
よ
び
湧
水
地
、
井
堰
に
つ
い
て
ま
と
め
た
『
埋

も
れ
ゆ
く
ゐ
ぜ
き
』
（
愛
知
川
町
長
野
農
業
組
合
、
一
九
八
四
年
）
、
大

隴
神
社
の
太
鼓
渡
り
祭
礼
を
中
心
に
ま
と
め
た
『
ふ
る
さ
と
の
ひ
び
き
』

（
長
野
公
民
館
、
一
九
八
九
年
）
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
社
殿
復
興
の
記

念
誌
と
し
て
編
さ
ん
さ
れ
た
『
大
隴
神
社

本
殿
再
建
記
念
誌 

大
隴
』

（
大
隴
神
社
再
建
委
員
会
、
一
九
九
九
年
）
が
あ
る
。 

（

15
）
『
川
久
保
の
歴
史
』
（
川
久
保
保
愛
館
、
一
九
七
九
年
）
、
の
ち
に
町
制

四
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
で
大
字
地
域
ご
と
に
収
集
さ
れ
た
歴
史
写

真
を
、
『
川
久
保
の
あ
ゆ
み
』
（
川
久
保
保
愛
館
、
一
九
七
九
年
）
と
し

て
編
集
し
、
出
版
し
た
。
こ
の
写
真
集
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ひ
と
む

か
し
の
「
む
か
し
」
の
意
義
―
写
真
ア
ル
バ
ム
『
各
字
四
十
年
の
あ
ゆ

み
』
の
背
景
で
―
」
（
『
ひ
と
む
か
し
の
「
む
か
し
」
―
字
で
選
ん
だ
歴

史
写
真
―
』
愛
知
川
町
立
図
書
館
・
び
ん
て
ま
り
の
館
、
二
〇
〇
五
年
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（

16
）
『
日
本
民
俗
学
』
一
九
三
（
日
本
民
俗
学
会
、
一
九
九
三
年
）
所
収 

（

17
）
『
日
本
文
化
史
研
究
』
三
一
（
帝
塚
山
短
期
大
学
日
本
文
化
史
学
会
、

一
九
九
九
年
）
所
収 

（

18
）
『

滋

賀

県

の

祭

礼

行

事

―

滋

賀

県

祭

礼

行

事

実

態

調

査

報

告

書

―

』

（
滋
賀
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
五
年
） 

（

19
）
『

滋

賀

県

の

民

俗

芸

能

―

滋

賀

県

民

俗

芸

能

緊

急

調

査

報

告

書

―

』

（
滋
賀
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
八
年
） 

（

20
）
民
俗
調
査
に
お
い
て
は
、
閉
鎖
さ
れ
た
調
査
空
間
を
必
要
と
は
し
な
い

が
、
な
ん
ら
か
の
中
心
地
（
都
市
と
は
限
ら
な
い
）
と
そ
の
周
辺
と
い

っ
た
空
間
を
想
定
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
地
理
学
者
チ

ュ
ー
ネ
ン
（
一
七
八
三
〜
一
八
五
〇
年
）
に
よ
る
「
大
都
市
を
中
心
と

し
た
農
業
空
間
の
地
域
モ
デ
ル
」
を
示
し
た
「
孤
立
国
」
は
、
市
場
・

地
代
・
距
離
の
関
係
を
「
限
界
地
代
曲
線
」
で
表
し
た
。
そ
う
い
っ
た

地
域
把
握
の
方
法
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
ク
リ
ス
タ
ラ
ー
、
レ
ッ
シ
ュ
ら

が
展
開
し
た
が
、
自
治
体
史
に
お
け
る
民
俗
調
査
に
お
い
て
も
、
そ
の

よ
う
な
視
点
は
重
要
で
あ
る
。 

（

21
）
区
長
の
多
く
か
ら
、
「
地
域
の
歴
史
に
関
し
て
は
、
一
年
任
期
の
区
長

よ
り
も
、
適
任
が
い
る
」
「
区
長
は
忙
し
い
か
ら
、
負
担
を
増
や
さ
な
い

で
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
区
長
の
推
薦
や

役
場
の
人
脈
か
ら
、
町
史
推
進
委
員
を
委
嘱
し
た
。
そ
の
後
の
調
査
で

地
域
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合
は
、
町
史
推
進
委
員
に
相
談
し
て
い
る
。 

（

22
）
愛
知
川
町
域
に
お
け
る
荘
園
故
地
調
査
は
、
中
世
史
部
会
（
部
会
長
・

宇
佐
見
隆
之
委
員
）
の
調
査
と
し
て
、
町
域
全
体
を
対
象
に
二
ヶ
年
に

わ
た
っ
て
実
施
し
た
。
二
〇
〇
三
年
度
分
の
調
査
は
『
愛
知
川
町
荘
園

故
地 

水
利
地
名
調
査
報
告
書
―
愛
智
荘
・
大
国
荘
を
想
定
し
て

―
』

（
愛
知
川
町
教
育
委
員
会
町
史
編
さ
ん
室 

二
〇
〇
四
年
）
に
、
二
〇

〇
四
年
度
分
の
調
査
は
『
愛
知
川
町
荘
園
故
地 

水
利
地
名
調
査
報
告
書

Ⅱ
』
（
愛
知
川
町
教
育
委
員
会
町
史
編
さ
ん
室 

二
〇
〇
五
年
刊
行
予

定
）
に
成
果
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。 

二
〇
〇
三
年
度
調
査
地
区 

 

畑 

田
・
苅 

間
（
下
川
雅
弘
）
、 

平 

居
・
豊 

満
（
神
村
和
輝
）
、 

東
円
堂
（
大
高
康
正
）
、 

市 

（
小
豆
畑
靖
）
、 

石 

橋
（
國
分 

裕
）
、
沓 

掛
（
関
本
優
美
子
） 

二
〇
〇
四
年
度
調
査
地
区 

 
 
 

愛
知
川
（
水
島 

暁
）
、
中 

宿
（
豆
田
誠
路
）
、 
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長 

野
（
國
分 

裕
）
、
川 

原
（
大
高
康
正)

、 

山
川
原
（
神
村
和
輝
）
、
川
久
保
（
坂
本
亮
太
） 

※(

カ
ッ
コ)

内
は
調
査
班
長 

（

23
）
近
隣
地
域
の
商
業
地
域
は
、
中
山
道
沿
い
と
国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
）
沿
線
と

に
二
分
さ
れ
て
い
た
。
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
歳
末
え
び
す
講
（
大

売
出
し
）
を
実
施
し
て
い
た
商
業
地
域
は
、
お
お
よ
そ
次
の
通
り
。 

一
一
月
中
旬 

高 

宮 
 

一
二
月
上
旬 

能
登
川 

一
一
月
下
旬 
彦 

根 
 

一
二
月
中
旬 

愛
知
川 

特
に
、
高
宮
は
、
彦
根
の
え
び
す
講
に
客
を
と
ら
れ
る
前
に
実
施
し
て

い
た
と
言
わ
れ
る
。
隣
接
す
る
商
業
地
域
は
、
少
し
ず
つ
重
な
る
商
圏

を
構
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

（

24
）
近
江
鉄
道
は
、
ま
ず
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
六
月
に
彦
根
〜
愛
知

川
間
が
開
通
し
た
。
そ
の
後
、
七
月
に
は
愛
知
川
〜
八
日
市
間
、
一
九

〇
〇
年
一
〇
月
に
八
日
市
〜
日
野
間
、
一
二
月
に
日
野
〜
貴
生
川
間
が

開
通
し
た
。 

（

25
）
岸
本
誠
司
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
畦
畔
木
の
種
類
は
地
域
に
よ
っ
て

違
い
、
湖
東
地
方
は
樫
の
木
、
湖
北
地
方
に
は
榛
の
木
が
多
か
っ
た
と

い
う
。
ま
た
、
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
「
耕
地
障
害
木
」

の
伐
採
に
関
し
て
、
県
の
指
導
が
あ
り
、
大
島
清
五
郎
『
農
業
發
達
史

調

査

會

資

料 

七

七 

滋

賀

縣

農

業

史

―

明

治

期

を

中

心

と

し

て

―

』

（
農
業
發
達
史
調
査
會
、
一
九
五
三
年
）
に
詳
し
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

（

26
）
本
願
寺
派
が
一
四
ヶ
寺
、
大
谷
派
が
一
〇
ヶ
寺
で
あ
る
。 

（

27
）
蒲
池
勢
至
・
川
村
赳
夫
『
真
宗
民
俗
の
再
発
見
―
生
活
に
生
き
る
信
仰

と
行
事
―
』
（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
一
年
）
の
「
は
じ
め
に
―
真
宗
の
民
俗
」

よ
り
。 

（

28
）
「
生
活
改
善
諸
活
動
」
と
い
う
用
語
は
、
田
中
宣
一
が
「
生
活
改
善
諸

活
動
と
民
俗
の
変
化
」
（
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
編
『
昭
和
期
山
村
の

民
俗
変
化
』
名
著
出
版
、
一
九
九
〇
年
）
に
お
い
て
創
唱
し
た
。
同
「
新

生
活
運
動
と
新
生
活
運
動
協
会
」
（
成
城
大
学
文
芸
学
部
紀
要
『
成
城
文

藝
』
一
八
一
、
二
〇
〇
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
生
活
改
善
諸
活
動
は
、 

 

〔
戦
前
〕 

 

①
日
露
戦
争
後 

地
方
改
良
運
動 

 

②
大
正 

九
年 

財
団
法
人
生
活
改
善
同
盟
会
設
立 

 

③
昭
和 

七
年 

農
山
漁
村
経
済
更
生
運
動 

 

④
昭
和
一
五
年 

大
政
翼
賛
会
の
活
動 

 

〔
戦
後
〕 

 

⑤
農
林
省
主
導 

生
活
改
良
普
及
事
業 

 

⑥
厚
生
省
主
導 

保
健
所
活
動 

 

⑦
文
部
省
主
導 

公
民
館
活
動 

 

⑧
昭
和
三
〇
年 

新
生
活
運
動
協
会
の
設
立 

 
 

の
八
つ
に
整
理
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
⑧
の
「
新
生
活
運
動
」
を
念 

 
 

頭
に
お
い
て
い
る
。 

（

29
）
新
生
活
運
動
協
会
・
あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、

あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
s
h
i
t
a
.
o
r
.
j
p
/
 
i
n
d
e
x
.
 

h
t
m

を
参
照
の
こ
と
。 

（

30
）
田
中
宣
一
「
生
活
改
善
運
動
と
民
俗
―
「
官
」
の
論
理
と
「
民
」
の
論

理
―
」
（
『
民
俗
学
論
叢
』
一
九
、
相
模
民
俗
学
会
、
二
〇
〇
四
年
） 

（

31
）
特
に
六
曜
に
つ
い
て
は
、
迷
信
の
象
徴
と
し
て
、
賛
否
両
論
が
飛
び
交

っ
て
い
る
。 

大
津
市
職
員
互
助
会
が
発
行
す
る
職
員
手
帳
は
、
市
職
員
に
配
布
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す
る
ほ
か
、
一
般
に
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。
六
曜
の
記
載
は
「
人

権
問
題
へ
の
配
慮
」
か
ら
一
九
九
〇
年
版
以
降
取
り
や
め
て
い
た

と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
代
議
士
出
身
の
新
市
長
が
、
国
会
議
員
の

手
帳
に
準
じ
て
記
載
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
「
記
載
し

な
い
理
由
」
が
引
き
継
が
れ
て
お
ら
ず
、
二
〇
〇
五
年
版
に
六
曜

が
掲
載
さ
れ
た
。
県
内
の
人
権
団
体
や
職
員
の
一
部
か
ら
「
人
権

啓
発
の
主
体
で
あ
る
市
と
し
て
不
適
切
」
と
の
指
摘
を
受
け
、
約

三
八
〇
〇
冊
の
全
面
回
収
と
な
っ
た
。 

（
京
都
新
聞 
二
〇
〇
五
年
二
月
一
一
日
付
よ
り
要
約
） 

 

 
 
 
 
 
 

こ
の
事
件
に
関
し
て
、
三
月
九
日
の
Ｍ
Ｂ
Ｓ
の
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組

Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
で
は
、
大
津
市
で
「
六
曜
が
差
別
に
つ
な
が
る
」
と
い
う

意
識
が
ど
れ
ほ
ど
浸
透
し
て
い
る
の
か
、
二
〇
歳
代
か
ら
六
〇
歳
代
の

人
た
ち
五
〇
人
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
、
差
別
に
つ
な
が
る
と

思
う
人
が
二
人
に
対
し
、
思
わ
な
い
と
い
う
人
が
四
六
人
と
い
う
結
果

が
出
た
と
報
道
し
た
。 

（
Ｍ
Ｂ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
検
索

h
t
t
p
:
/
/
m
b
s
.
j
p
/
n
e
w
s
/

よ
り
） 

（

32
）
調
査
の
結
果
と
し
て
町
史
の
本
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
時
、
読
者
が
ど

の
よ
う
に
評
価
す
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
う
い
っ
た
点
で
、
現
在
生

き
て
生
活
し
て
い
る
個
人
に
情
報
を
頼
り
、
個
人
の
生
活
様
式
に
言
及

す
る
民
俗
や
、
当
事
者
が
存
命
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
近
現
代
史
の
記

述
は
、
多
く
の
問
題
の
火
種
を
孕
ん
で
い
る
と
い
え
る
。 

（

33
）
町
史
編
さ
ん
事
業
に
は
、
『
○
○
町
史
』
と
い
う
本
を
編
集
・
刊
行
す

る
た
め
の
事
業
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
し
か
し
、
本
の
編
集
刊
行

だ
け
で
あ
れ
ば
、
業
者
委
託
で
十
分
で
あ
る
。
行
政
レ
ベ
ル
で
取
り
組

ま
れ
る
本
格
的
な
自
治
体
史
編
さ
ん
事
業
は
、
基
礎
作
業
と
し
て
の
歴

史
資
料
調
査
と
、
そ
の
資
料
化
と
保
存
の
処
置
が
そ
の
業
務
の
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。『
○
○
町
史
』
は
そ
の
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
む
し
ろ
刊
行

後
の
収
集
資
料
の
管
理
・
公
開
の
事
業
の
継
続
が
本
務
で
あ
る
と
も
考

え
ら
れ
る
。 

 

（
愛
知
川
町
教
育
委
員
会 

町
史
編
さ
ん
室 

学
芸
員
） 

                   




